
令和４年 ３月号 

発行：宮崎県楠の会 ＮＰＯ法人ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会 

 

 ■２０２２年３月１３日(日)  １３時半～16時                      

    《会 場》  宮崎市民プラザ ４階  学習室  

    《参加費》 会員無料 (一般500円 ※会の活動費にあてます)                  

     ●お問い合わせ先  宮崎県楠の会事務局  090-9603-8780 

お願い :  宮崎市が「まん延防止重点措置」に指定されたため、学習室使用にあたり、検温、マスク 

         着用、消毒をしっかり行うことになっています。また、具合の悪い方などは参加はできません。 

ひきこもり事例検討会 
 

講師 : 宮崎県ひきこもり地域支援センター 

 ３月は、毎年好評の事例検討会を開催します。講師は、宮崎県のひきこもり地域支援

センターで日々活動していただいている相談員の皆さんです。様々な資格を持った相談

員さんたちが、熱心に相談を受けてくださっています。 

 まずは、事例について、説明をしていただき、そのあと 

  ①事例を聞いてどのように考えましたか？  

  ②家族にできることは何があるでしょうか？ 

   をテーマに、グループに分かれて、意見交換を行います。 

 

《昨年３月の研修後の皆さんのアンケート結果抜粋》 
・センターの支援内容がよくわかりました。相談場所があることを心  

 強く思いました。県内に声をあげることのできない人たちにも知っ 

 てほしいと思いました。 

・身近な事例だったので、自分の家庭に置き換えて考えることが出来 

 ました。 

・２つの事例とも紆余曲折はあったにしろ、３年から５年の間に、かなり改善が見られ、明る 

 い展望が見られたのが良かった。そのことで、自分自身にも勇気をもらえた。 
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【2月の楠の会例会報告】 
 

 
 

                  

 

 

           講 師 : 齋藤 環 筑波大学医学医療系社会精神保健学 教授 

【講演ビデオを見た後の皆さんの感想や現状の発表】 
｟母親Ａさん｠ 

・ひきこもりに関する講演会や家族会、ビデオなどを見て、とても勉強になっている。 

・県の支援センターにも行っている。継続は力なりと思う。とはいっても、うまくいかないこと  

 も多く、それで頭がいっぱいになる時は、時々家族会を休んだりもしている。 

・夕食は、本人と一緒にできるが、昼食は別々にしている。 

・孫が時々遊びに来ることがあるが、ひきこもっている息子に関心を持ち、時々聞いてくる。 

｟母親Ｂさん｠ 

・今日のビデオでは、対話の重要性の話がとても参考になった。対話のつもりが、対話になって  

 いなかった。 

・「よそ様の子どもと付き合ってるような気持で向き合う」という話は、良かった。 

・共感的に理解していくには、四段階のステップがあることにも気づかされた。 

・家庭がまず、子どもにとって、安心安全な場所でなければならないということが前提ですね。 

｟父親Ｃさん｠ 

・私も対話の重要性を再認識した。 

 「結論ありきはダメ」「議論、説得、尋問、アドバイスになっていないか?」という 

 問いかけには、はっとさせられた。 

・会話をしていても、そのようなフラットな関係になっていなかった。 

・どうしても、父親は結論を急いでしまう。会社人間になっている。 

・「ポリフォニー対シンフォニー、ハーモニー」の話があったが、子どもには世間一般の 

 協調性や調和を求めがちだった。 

・背中には、何とか独り立ちしてほしいという願いが、ちらついていたかも? 

｟当事者Ａさん｠ 

・私は、不登校から、ひきこもりを8年位している。対話や会話が苦手。 

・父や母には話をゆっくり聞いてほしかった。 

・近くに、頑張っている先輩がいて、今は、その人が自分の支えになっている。 

・一人だと、まだまだ出ていけない。先輩にいろいろと相談に乗ってもらっている。 

・そこから少しずつ広がりが出てきている。 

 

なぜ人はひきこもりになるのか 
 ―「会話」ではなく「対話」という考え方― 

 

  ( ＹｏｕＴｕｂｅ上映 ) 

 コロナ感染症によるまん延防止法が発令中の例会でしたが、20名と思いのほか多くの参加がありまし

た。 受付には、体温計と消毒液を置き、担当者が一人ずつチェックさせてもらいました。 

 参加者の内訳は、親が10名、当事者が5名、支援者が5名で、支援者の中には、来年度から小林支部と

なる、現在小林市で親の会を引っ張ってくださっている、小林市社協のDさんも参加してくださっていまし

た。 この日は、斎藤先生のＹｏｕＴｕｂｅの講演会を見た後、二つのグループに分かれて感想などを言い合

いましたが、そこから発展して大いに熱のこもった話し合いとなりました。 はじめて参加された、元看護師

という一般の女性は、ひきこもりがこんなに大変なものとは知らなかったと、涙を流しておられたそうです。 

今回は、宮日新聞にお知らせが掲載されたこともあり、それを見てこられた方もいました。 
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★都城支部だより 
   

 ■令和４年3月の「都城例会」 
   《日時》 3月8日(火)  

        13時30分～15時30分 
   

  申込み・詳細は堀江さん 090-4581-5152 

 

宮崎県ひきこもり地域支援センター

（宮崎県総合保健センター４階精神保健福祉センター内）     

  〒880-0032 宮崎市霧島１丁目１－２ 

 専門の相談員が常駐し、親身になって相談に応じ

てくれます。楠の会会員も多数相談に訪れていま

す。みなさんも、一度足を運んで見られてはいかが

でしょうか。 

■電話相談   

  ０９８５－２７－８１３３ 

  ０９８５－４４－２４１１ 

   ※受付時間 ８：３０～１７：００ 

■来所相談 電話相談の後、予約して来所。 

■訪問支援 本人の状況や気持ちに合わせます。 

■家族教室開催 各地保健所 

一度登録すれば、親に何かあった時、必ず相

談に乗ってもらえます。勇気を出して相談に

行きましょう。秘密は厳守されます。 

ＫＨＪ宮崎県楠の会・居場所のお知らせ 
  

 宮崎県楠の会では居場所を開設しています。  

    皆さんの参加お待ちしてます。 

  

◆対 象 ひきこもり、ニート、発達障害、   

     精神障害等生きづらさを感じている  

     当事者、経験者のみなさん。 

 

◆日 時         ｐｍ２時～５時  

 

◆会 場 南宮崎駅前アーケード内  

     レインボー教室 

    (宮崎市大淀4丁目5-25) 

◆担当者 下り藤
さがりふじ

さん  

         電話 090-5385-7651 

 3月19日(土) 

★日南支部だより 
   

 ■令和４年３月の「日南例会」は 
    《日時》 3月19日(土)  

         13時30分～15時30分 

     《会場》 まなび ピア (木山２丁目)  

       申し込み・詳細は田中さんまで・・・。 

            電話 090-5949-8843 
★小林市の親の会 
   

 ■令和4年3月の例会 
   《日時》 3月13日(日) (4月から第３日曜) 

         13時30分～15時30分 

    《会場》小林市福祉センター別館    

      問い合わせ 小林市社協 大学さん 

           電話 0984-23-3466 

・ DVD「カンパニュラの夢」は 

宮崎県楠の会で購入しました。 

ご覧になりたい支部の方は、 

ご連絡ください。お貸しします。 

・ 支部に新会員の方が入られ

ましたら、住所・お名前・電話番

号をお知らせください。ニュース

を送付します。 
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  ・階段を登るように、一歩一歩進めていきたい。 

  ・少し自信が出来たら、また一歩というようにやっていこうと思っている。 

｟当事者Ｂさん｠ 

  ・私自身もひきこもっていたが、当事者Ａさんから付き合いを求められていることは、うれし 

   い。逆に、話し合いや相談を受けることで、自分自身が助けられている気がする。 

  ・自分がひきこもっていたときは、先輩に相談したり、会おうと考えたことはなかった。 

  ・Ａさんから相談され、いろんな話を聴き、そのことで役立っているなら、とてもうれしい。 

  ・私は、ひきこもっていても、社会に出たいという意識は強かった。 

  ・今回の講演の斎藤環さんの書物や話は、良く勉強した。 

  ・社会との付き合いは、ごまかし、ごまかし自分なりのやり方でやってきた。 

  ・今後については、それではダメかなーとも思っている。 

  ・対話をしてくれる後輩がいることは、ありがたいと思っている。 

｟母親Ｄさん｠ 

  ・当事者の二人を見ていると、希望が持てる。 

  ・今日の講演会を聴いて、息子には、反対のことを問いかけてたような気がする。 

  ・数年前、「あなたは何がしたいの?」とか「アルバイトでもしたら?」、「ハローワークに 

   でも行って、探してみたら?」などと言っていた。 

  ・息子は県外にいて、こちらから仕送りを続けていた。本人は県外で頑張りたいといっていた 

   が、数年たっても改善しないので、去年おとどし帰ってきてもらった。 

  ・声掛けはしていたが、こちらの考えで話していたので、最後は「うるせぇー」で終わってし 

   まう。相手も傷つくかもしれないが、こちらもとても傷つく。そんなことが続くと、こちら   

   も傷つきたくないので、なるべくそうならないようにしてしまう。結局、現状維持のまま。 

  ・今日、話を聞かせてもらって、気が付くことがたくさんありました。 

｟母親Ｅさん｠ 

  ・自分が娘に過去やってきたことは、逆だったと感じました。 

  ・正しいと思ってやってきたことが、そうではなかった。 

  ・どうにかして連れ出そうと努力してきたことが、娘にとっては苦痛だったかもしれない。 

  ・娘は、一日の中でも、午後は良いけれど、午前中はダメ。なかなか動けない。 

  ・相手に対する思いやりはもちろんのこと、距離感も大事だと感じた。 

｟当事者Ｃさん｠ 

  ・私は、ひきこもりといっても、祖母が部屋にしょっちゅう入ってくる。居たら居たで、大変 

   だけれど、出たら出たで「どこになぜ行くのか、だれと会うのか、いつ帰るのか」といろい  

   ろ聞かれる。最近は、少し認知症気味? 

  ・ひきこもっている時は、他の人たちが、日中動いているのを見るのが、とてもつらかった。 

  ・午前中はなかなか起きられない。午後には何とかなる。決断して動くのにも時間がかかる。 

｟父親Ｆさん｠ 

  ・これをやれば、ひきこもりから脱却できるというものが、見つからない。 

  ・ひきこもっている人にはそれぞれの理由があり、背景があり、期間も長い人もあれば、 

   短い人もいる。 

  ・それぞれ個人、個人で違う。ニーズも違い、解決策も違う。タイミングもある。 

  ・学校の体制も古い。教職員は、聖職者であるという考えもいかがなものか? 

  ・不登校の問題についても、いじめの問題についても、生徒の側に立っていないのでは? 

｟母親Ｇさん｠ 

  ・不登校も、ひきこもりも年々増えている。個人の力の及ばない日本という国の大きな 

   社会問題だと思う。 

  ・先ほどの講演会では、小中校の不登校は、１６万人。高校・短大・大学を含めたら３０万 

   人 ? ひきこもり者は、低めに見積もって１１５万人。２００万人とも言われている。 

  ・ひきこもりから卒業できる人は、年間千人。流れ込んでくる人は、どんどん増える。 
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  ・親亡き後も、今から真剣に考えないといけない。 

  ・ファイナンシャルプランナーにも相談が必要だが、なかなかそこまでは行けない。 

｟その他の意見、感想、印象｠ 

  ・今日の講演会で、対話が大事ということを痛感した。 

  ・２０年前にいじめた人に謝ってほしい。 

  ・はじめてこの会に参加したが、ひきこもりについて改めて認識を深めることが出来た。 

   ひきこもりの人の考えにも触れることができた。 

  ・「親だから」という看板をおろしてほしい。 

  ・子どもとの距離の置き方、その距離感の大切さを学んだ。 

  ・講演を聴いて納得できても、なかなか実践するのはむつかしい。うまくいかなかったり 

   すると、やさしい方へ、波風が立たない方へと行ってしまう。 

  ・ひきこもりからの脱却の中で、四つの段階があるとの 

   話があったが、ステップアップしていくのは難かしい。 

  ・ようやく一段階を過ぎて、二段階に行っても、また元に 

   戻ってしまう。なかなか上がっていけない。 

  ・繰り返し、繰り返し、やっていくしかないのかなと思う。 

   後戻りしたり、もっと悪い方へ行くこともある。 

   ８０－５０問題も、現実のこととして近づいてきた。 

  ・ファイナンシャルプランナーに相談するのも、一つの 

   方法。当事者の人も知りたいとの話が合った。 

  ・将来の自分の家の生活設計を、当事者としても知ること 

   は、たいへん大事ではないかと考える。当事者も結構、節約しながら暮らしている。 
 



 相談、家庭訪問 
 ◆相談電話《無料》  
 面談の方はあらかじめ植田までご予約ください。 

    ※緊急の場合はいつでもご相談ください。 

 ◆家庭訪問《有料》（アウトリーチ）を行っています。  

   ご家族としっかり面談を重ねながら行います。 

   希望者は、お電話をください。    

ニュース会員約110名 

援助会員約80名 

ホームページは 

宮崎県「楠の会」で  

KHJ全国家族会「みやざき楠の会」 

〒880-0944 

宮崎市江南４丁目９-９ 植田方 

電話   090-9603-8780(植田) 

ひきこもりの子を持つ親の会 

発行：宮崎県楠の会 

検索 
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◆「宮崎県楠の会」若者就労支援  (賃金あり)          

 ・イオン アイカルチャーの清掃 

 ・郵送作業 

 ・宮崎市の公園清掃 
       090-9573-7199 担当 佐川さん 

イオン清掃 

イオン清掃 

郵送作業をお手伝いい

ただける方、募集中。

１０時から宮崎市民プ

ラザ３階です。コロナ

で使えないときは、レ

インボー教室になりま

す。 

公園清掃 

   

郵送作業 

日程!! 

 3/ 25 (金) 
 10時～12時 

公園清掃 

日 月 火 水 木 金 土 
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コロナに負けず頑張ろう。 

公園清掃 

公園清掃 

公園清掃 

日南例会 宮崎例会 

宮崎居場所 

都城例会 公園清掃 公園清掃 

公園清掃 

郵送作業 
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